
1 

PRESS RELEASE
令和３年 2 月 4 日 
琉 球 大 学  
沖 縄 大 学  

日本初のゴキブリに寄生する冬虫夏草の新種 
～世界的にも珍しいゴキブリタケはシロアリ寄生菌から進化した！？～ 

 琉球大学・熱帯生物圏研究センターの松浦優助教、アラウージョ外国人研
究員、沖縄大学の盛口満教授、「日本冬虫夏草の会」会員らの研究チームに
よる研究成果が、国際的な菌学の学術雑誌「IMA Fungus」誌に掲載されます。
本件に関する取材については、下記のとおりになりますので、よろしくお願
いします。  
＜発表のポイント＞ 

◆宮崎県延岡市、鹿児島県屋久島町、沖縄県国
頭村（やんばる）に生息するクチキゴキブリ 2 種
に寄生する新種の冬虫夏草を発見した。 

◆日本では初、世界で３例目となるゴキブリ寄
生菌（クチキゴキブリタケ）は、DNA 解析の結
果、シロアリ寄生菌を祖先にもつと考えられた。 

◆ゴキブリタケのみならず南西諸島には詳し
い正体が不明な冬虫夏草が未だに多く存在して
おり、今回の研究をきっかけに謎の多い昆虫寄生
菌の多様性や生活史の理解が進み、生態系の保全
や応用的研究に寄与することが期待できる。 

記 
日 時：随時連絡可  
場 所：琉球大学 または 沖縄大学 
内容等：別紙を参照ください 

報道解禁日時： 
令和３年 2 月 5 日午後 12 時 00 分以降（日本時間） 

mailto:yumatsu@comb.u-ryukyu.ac.jp
mailto:kamage@okinawa-u.ac.jp
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（別紙） 

＜発表概要＞ 

 琉球大学・熱帯生物圏研究センターのアラウージョ外国人研究員、松浦優（まつう
らゆう）助教、沖縄大学の盛口満（もりぐちみつる）教授、そして日本冬虫夏草の会
の会員は、宮崎県延岡市、鹿児島県屋久島町、沖縄県国頭村での野外調査から見つかった、
2 種の森林性のクチキゴキブリ類に寄生する冬虫夏草（注１、図１）を新種として発表しま
した。ゴキブリの仲間は世界に多数（四千種以上）が知られていますが、そのうち家屋内に
出没する害虫は 10 数種程度で、残りはみな、屋外で静かに一生を送る昆虫です。 一方で、
冬虫夏草と呼ばれる寄生性の糸状菌も世界から数百種以上が知られています。 このように、
世界に多くのゴキブリ種や昆虫の寄生菌種が知られているにもかかわらず、冬虫夏草の中
でゴキブリを宿主とする種はごく稀にしか見つかっておらず、今回発表される種が本邦初
の記載（世界でも 3 種目）となります。 

 このゴキブリ寄生菌は 18 年前に宮崎県および鹿児島でその存在が初めて報告されました。
当時ヒュウガゴキブリタケという仮称が与えられ（以下、ゴキブリタケとよぶ）、日本冬虫

図１ 九州の３県の森林に生息するクチキゴキブリ類とゴキブリタケ発生の様子．
画像は内山茂氏（延岡市），金城典子氏（屋久島町），盛口（国頭村）が提供．地図は
スーパー地形 version 4.7 の白地図（国土地理院）より取得して編集．
 



3 

PRESS RELEASE
夏草の会のメンバーが少しずつ調査を続けてきました（黒木ら 2003）。その後、屋久島のエ
サキクチキゴキブリでも発生を確認し（盛口 2006）、沖縄のやんばるの森のタイワンクチキ
ゴキブリからも類似した寄生菌が発見されました（盛口 2017）。しかしながら、これらの寄
生菌の正体や相互の関係性は不明でした。そこで、各産地のゴキブリタケについて、本研究
チームが形態観察と複数の遺伝子の DNA 配列の解析を組み合わせて同定したところ、オフ
ィオコルディセプス科オフィオコルディセプス属（Ophiocordyceps）の新種であることを確
認しました。さらに詳しい分子系統解析の結果、スリランカで記載され（Petch 1924）、最近
になってタイでも見つかったゴキブリ寄生菌種と本種が同じグループであると推定されま
した（図２）。次に、それらの進化過程を既知種の寄生菌の宿主の情報から復元解析した結
果、ゴキブリタケ類はシロアリ寄生菌を祖先として進化してきたのではないかと推定され
ました（図２）。今回、沖縄島で見つかったものをタイプ標本とし、宿主クチキゴキブリ属
Salganea の属名にちなみオフィオコルディセプス・サルガネイコーラ Ophiocordyceps

salganeicola と命名、正式に記載しました。和名についても、朽木からキノコの先端を出し
ている姿で見つかり 2 種のクチキゴキブリに寄生することから「クチキゴキブリタケ」への
改名を検討しています。

図２ 冬虫夏草（オフィオコルディセプス科）の系統樹とゴキブリタケ類の進化過程
の推定．SSU, LSU, TEF, RPB1, RPB2 の５遺伝子配列にもとづく分子系統解析に加え
て，それぞれの寄生菌種の宿主との関係性から祖先形質状態を復元（ACSR）して進
化過程を推定した．ゴキブリタケ類（赤枠）を含む菌類はシロアリ寄生菌（茶）の共
通祖先から派生してきたと推定された。ゴキブリタケ各種の枝が非常に長いため、ま
だ他にも未知のゴキブリ寄生菌を含むグループである可能性が高いと予想される．
パライサリア属にも別種のゴキブリ寄生菌が存在する．右側のゴキブリタケ類のイ
ラストは盛口による．
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 ゴキブリタケの感染を受ける宿主のクチキゴキブリ類は夫婦で子育てする社会性を示す
ことが知られています（Maekawa et al. 2008, Osaki and Kasuya 2021）。また、過去の調査から、
屋久島と沖縄のやんばるの森で累計 50 個体以上のゴキブリタケが見つかっており、ほぼ全
てが春から梅雨の時期、同じ朽木にすむ 1 または 2 個体のクチキゴキブリ成虫から発生し
ていたことが観察されています。こうした生態上の記録から、ゴキブリタケは春にゴキブリ
新成虫の繁殖期に合わせて感染を広げているものと考察しました。しかしながら、今回我々
が提示する成果は主に限られた標本に基づく分類学的な記載であり、世界でほんの数例し
か見つかっていないゴキブリ寄生菌の詳しい進化や生態を理解するには程遠い状況です。
今後、より広い地域でゴキブリタケの発生状況を調査し、分子系統解析や新種記載を進める
とともに、宿主ゴキブリの研究者と連携して長期的な視点で検証実験を進めることが必要
です。 

 冬虫夏草は薬用や害虫防除などの応用方面だけでなく、宿主の行動を操作すること
（Hughes et al. 2011）や、寄生菌から共生菌への進化の発見（注２、Matsuura et al. 2018）な
ど、これまでも多くの興味深い発見がなされてきたグループです。南西諸島を含む日本全国
にはゴキブリタケをはじめとしてまだ知られざる多様な冬虫夏草が潜んでいると考えられ
ます。同時に、温暖で湿潤な森林内に多く発生する冬虫夏草は生物多様性の指標ともなる貴
重な存在だとも言えます。日本には冬虫夏草をこよなく愛し、日頃から野外調査を続ける収
集家や在野の研究者が多くいることも研究を進める強みとなります。我々は菌学、昆虫学や
遺伝学などの専門分野の最新の解析技術を取り入れることで、より研究を発展させていく
予定です。今回の発表をきっかけに謎の多い冬虫夏草の生態や多様性の理解が進み、南西諸
島の生態系の保全や応用的研究に活用されることを期待しています。 

この成果は、2021 年 2 月 5 日に国際的な菌学の学術雑誌「IMA Fungus」誌に掲載
されます。  

＜注釈＞ 

注1) 冬虫夏草： 子のう菌門ボタンタケ目に属する昆虫寄生性の菌類の総称。狭義に
は漢方薬としても有名なシネンシストウチュウカソウ（Ophiocordyceps sinensis）
のみを指す。アリやセミなど生きた昆虫類などに感染して体内で増殖したのち、
宿主を殺し、キノコとなって胞子（子嚢胞子、分生子）を放出して次の宿主へと
感染を広げる。中には宿主昆虫の行動を操ったり、逆に昆虫の生存を助ける共生
菌になったりする種も存在する。 

注2) 産総研・琉球大学 2018 年 6 月 12 日プレスリリース「セミの共生菌は冬虫夏草
由来 － 寄生関係から共生関係への進化を実証 －」 
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＜助成金等＞ 

 本研究の一部は、文部科学省・科学研究費補助金、公益財団法人発酵研究所・一般研 
究助成の支援を受けて実施しています。外国人研究員は熱帯生物圏研究センターの外国
人研究者招へい制度によって琉球大学に滞在し、本研究に参画しました。
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